
(57)【要約】

【課題】　トップコートを内視鏡の可撓管の外周に被覆

しなくても、トップコートが被覆された状態と同等、ま

たはそれ以上の好ましい外周面を得るための内視鏡用可

撓管製造装置を提供する。

【解決手段】　滑面形成装置５０は、内視鏡の可撓管の

製造時に使用され、内視鏡の可撓管の外周を覆う外皮の

外表面に密接配置されるリング状の内周面を有する加熱

ダイス５２と、前記加熱ダイス５２の外周に配設された

発熱板５４と、この発熱板を加熱する電磁誘導発熱装置

５６とを備えている。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 製 造 時 に 使 用 さ れ 、 前 記 可 撓 管 を 構 成 す る 外 皮 の 外 表 面 に 密 接 配 置 さ
れ る 内 径 面 に 滑 面 を 有 す る ダ イ ス と 、
　 前 記 ダ イ ス を 加 熱 す る 発 熱 部 と
　 を 具 備 し 、
　 前 記 ダ イ ス を 加 熱 し た 状 態 で 前 記 ダ イ ス と 前 記 内 視 鏡 の 可 撓 管 と を 相 対 的 に 前 記 可 撓 管
の 軸 方 向 に 移 動 さ せ て 前 記 外 皮 の 外 表 面 を 滑 ら か に 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可
撓 管 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ダ イ ス は 、 前 記 外 皮 の 外 表 面 に 沿 っ て 移 動 可 能 な 内 周 径 を 備 え た リ ン グ 状 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 発 熱 部 は 、 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 と 、 こ の 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 で 発 熱 さ れ た 熱 を 前 記 ダ イ
ス に 伝 熱 す る 発 熱 板 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製
造 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 発 熱 部 は 、 前 記 ダ イ ス の 外 周 全 体 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記
載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 発 熱 部 は 、 前 記 ダ イ ス の 外 周 の 少 な く と も 一 部 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 製 造 時 に 、 螺 旋 管 、 網 状 管 、 外 皮 を 順 次 積 み 重 ね た 内 視 鏡 用 可 撓 管 の
前 記 外 皮 の 外 表 面 に 、 内 径 面 に 滑 面 を 有 す る ダ イ ス と 、 こ の ダ イ ス を 加 熱 す る 発 熱 部 と を
有 す る 加 熱 装 置 の 前 記 滑 面 を 密 接 配 置 す る 工 程 と 、
　 前 記 発 熱 部 を 発 熱 さ せ 、 前 記 外 皮 の 外 表 面 を 溶 融 さ せ る 工 程 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 加 熱 装 置 の 前 記 滑 面 を 前 記 外 皮 に 密 接 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 加 熱 装 置 と 前 記 内 視 鏡
用 可 撓 管 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 工 程 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 発 熱 部 に 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ も し く は 請 求 項 ７ に
記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 医 療 用 や 産 業 用 に 用 い ら れ る 内 視 鏡 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 お よ
び 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 螺 旋 管 の 外 周 に 網 状 管 を 被 覆 し た 状 態 で 網 状 管 の 外 周 に 外 皮 を
被 覆 し 、 こ の 外 皮 に さ ら に 滑 り 摩 擦 抵 抗 を 低 減 さ せ る た め の ト ッ プ コ ー ト を 被 覆 し た 内 視
鏡 用 可 撓 管 被 覆 用 ト ッ プ コ ー ト 組 成 物 が 開 示 さ れ て い る 。 ト ッ プ コ ー ト の 材 料 に は 、 主 剤
側 成 分 （ 第 １ の 液 体 ） と 、 硬 化 剤 側 成 分 （ 第 ２ の 液 体 ） と の ２ 液 が 混 合 反 応 さ せ た も の が
使 用 さ れ る 。 第 １ の 液 体 は 、 主 剤 側 の 成 分 と し て 、 ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 シ ク ロ
ヘ キ ス ル ビ ニ ル エ ー テ ル 、 ブ チ ル ビ ニ ル エ ー テ ル お よ び ヒ ド ロ キ シ ブ チ ル ビ ニ ル エ ー テ ル
を 共 重 合 さ せ た 化 合 物 の 含 フ ッ 素 共 重 合 体 で あ る 。 第 ２ の 液 体 は 、 硬 化 剤 側 の 成 分 と し て
Ｍ Ｔ Ｐ － Ｈ Ｄ Ｉ で あ る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 液 体 、 並 び に 、 ウ レ タ ン 化 触 媒 と し て の ジ ブ チ
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ル チ ン ジ ラ ウ レ ー ト を 、 キ シ レ ン ー メ チ ル イ ソ ブ チ ノ レ ケ ト ン の １ 対 １ の 混 合 物 か ら な る
溶 剤 に 溶 解 さ せ て 、 こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 液 体 を 混 合 反 応 さ せ る 。 こ の よ う な ２ 液 反 応
混 合 液 内 に 被 覆 層 を 被 装 さ せ た 状 態 の 軟 性 部 等 を デ ィ ッ ピ ン グ す る こ と に よ り 均 一 に 塗 布
し た 後 に 、 こ の 状 態 で 、 加 熱 す る こ と に よ り 乾 燥 ・ 硬 化 反 応 さ せ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ３ ９ ５ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た ト ッ プ コ ー ト 組 成 物 に お い て 、 含 フ ッ 素 共 重 合 体 は 、 高 価 で あ
り 、 硬 化 さ せ た と き の 膜 が 硬 い の で 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 繰 り 返 し 湾 曲 さ せ る と ト ッ プ コ ー ト
が 外 皮 か ら 剥 離 す る こ と が あ る 。 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 薬 液 に よ り 消 毒 を す る と 、 ト ッ プ コ ー
ト が 剥 離 す る こ と が あ る 。 ト ッ プ コ ー ト を デ ィ ッ ピ ン グ す る と 、 膜 厚 に ば ら つ き が 出 る こ
と が あ る 。 さ ら に 、 ト ッ プ コ ー ト 組 成 物 を デ ィ ッ ピ ン グ し た 後 に 加 熱 － 乾 燥 す る た め の 時
間 が か か る の で 、 リ ー ド タ イ ム が 多 く か か る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ
は 、 ト ッ プ コ ー ト を 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 外 周 に 被 覆 し な く て も 、 ト ッ プ コ ー ト が 被 覆 さ れ た
状 態 と 同 等 、 ま た は そ れ 以 上 の 好 ま し い 外 周 面 を 得 る た め の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 お よ
び 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 は 、 内 視 鏡 の 可 撓 管 の
製 造 時 に 使 用 さ れ 、 前 記 可 撓 管 を 構 成 す る 外 皮 の 外 表 面 に 密 接 配 置 さ れ る 内 径 面 に 滑 面 を
有 す る ダ イ ス と 、 前 記 ダ イ ス を 加 熱 す る 発 熱 部 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る の で 、 可 撓 管 の 製 造 時 に 、 外 皮 の 外 周 面 に ダ イ ス を 当 接 さ せ 、
ダ イ ス を 加 熱 し た 後 、 ダ イ ス 又 は 可 撓 管 、 も し く は 、 ダ イ ス お よ び 可 撓 管 を 移 動 さ せ る こ
と に よ り 外 皮 を 溶 融 さ せ て 外 皮 の 外 周 面 を 滑 ら か に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 ダ イ ス は 、 前 記 外 皮 の 外 表 面 に 沿 っ て 移 動 可 能 な 内 周 径 を 備 え
た リ ン グ 状 を 有 す る 。 　
　 こ の た め 、 一 度 の 移 動 で 、 外 皮 の 外 周 面 を 滑 ら か に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 発 熱 部 は 、 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 と 、 こ の 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 で 発 熱
さ れ た 熱 を 前 記 ダ イ ス に 伝 熱 す る 発 熱 板 と を 備 え て い る 。 　
　 こ の た め 、 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 は 、 素 早 く 加 熱 さ れ る の で 、 そ の 熱 で 発 熱 板 を 素 早 く 発 熱
さ せ る と 、 発 熱 板 の 熱 に よ り ダ イ ス が 素 早 く 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 発 熱 部 は 、 前 記 ダ イ ス の 外 周 全 体 に 配 設 さ れ て い る 。 　
　 こ の た め 、 ダ イ ス の 熱 の 分 布 を 均 一 的 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 発 熱 部 は 、 前 記 ダ イ ス の 外 周 の 少 な く と も 一 部 に 配 設 さ れ て い
る 。 　
　 こ の た め 、 発 熱 板 か ら 熱 を 拡 散 さ せ て 少 な い 熱 量 で 、 広 い 範 囲 の ダ イ ス を 加 熱 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 は 、 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 製 造 時 に 、 螺 旋 管 、
網 状 管 、 外 皮 を 順 次 積 み 重 ね た 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 前 記 外 皮 の 外 表 面 に 、 内 径 面 に 滑 面 を 有
す る ダ イ ス と 、 こ の ダ イ ス を 加 熱 す る 発 熱 部 と を 有 す る 加 熱 装 置 の 前 記 滑 面 を 密 接 配 置 す
る 工 程 と 、 前 記 発 熱 部 を 発 熱 さ せ 、 前 記 外 皮 の 外 表 面 を 溶 融 さ せ る 工 程 と を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 工 程 を 有 す る の で 、 外 皮 の 外 周 面 に 滑 面 を 当 接 さ せ て 発 熱 部 を 発 熱 す る こ と
に よ り 滑 面 を 発 熱 さ せ て 外 皮 の 外 表 面 を 溶 融 さ せ て 外 皮 の 外 周 面 を 滑 ら か に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 加 熱 装 置 の 前 記 滑 面 を 前 記 外 皮 に 密 接 配 置 し た 状 態 で 、 前 記 加
熱 装 置 と 前 記 内 視 鏡 用 可 撓 管 と を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 工 程 を さ ら に 有 す る 。 　
　 こ の た め 、 両 者 の 移 動 量 を 少 な く し て 外 皮 の 外 周 面 を 滑 ら か に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 発 熱 部 に 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 を 用 い る 。 　
　 こ の た め 、 ダ イ ス を 素 早 く 加 熱 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ト ッ プ コ ー ト を 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 外 周 に 被 覆 し な く て も 、 ト ッ プ コ
ー ト が 被 覆 さ れ た 状 態 と 同 等 、 ま た は そ れ 以 上 の 好 ま し い 外 周 面 を 得 る た め の 内 視 鏡 用 可
撓 管 製 造 装 置 お よ び 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 以 下 、 実 施 の 形 態 と
い う ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ な い し 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　
　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ ０ は 、 細 長 く 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 １ ２ と 、 こ の 挿 入 部 １
２ の 基 端 部 に 設 け ら れ た 操 作 部 １ ４ と 、 こ の 操 作 部 １ ４ か ら 延 出 さ れ た ユ ニ バ ー サ ル コ ー
ド １ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 挿 入 部 １ ２ は 、 硬 質 の 先 端 部 ２ ２ と 、 こ の 先 端 部 ２ ２ に 連 結 さ れ 、 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 ２
４ と 、 こ の 湾 曲 部 ２ ４ の 基 端 部 に 先 端 部 が 連 結 さ れ 、 操 作 部 １ ４ に 基 端 部 が 連 結 さ れ た 可
撓 管 ２ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 可 撓 管 ２ ６ は 、 螺 旋 管 ３ ２ と 、 こ の 螺 旋 管 ３ ２ の 外 周 を 覆 う
網 状 管 ３ ４ と 、 こ の 網 状 管 ３ ４ を 覆 う 外 皮 ３ ６ と を 備 え て い る 。 螺 旋 管 ３ ２ は 、 弾 性 を 有
す る ス テ ン レ ス 鋼 材 製 の 薄 板 が 螺 旋 状 に 巻 か れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 網 状 管 ３ ４ は 、 例 え ば 素 線 ３ ４ ａ が 束 に さ れ た 素 線 束 が 編 み
込 ま れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 網 状 管 ３ ４ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 、 ベ リ リ ウ ム 銅 線
、 リ ン 青 銅 鋼 線 等 、 金 属 線 で 形 成 さ れ て い る 。 　
　 外 皮 ３ ６ は 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー で 形 成 さ れ て い る 。 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 外 皮
３ ６ の 内 周 面 と 、 網 状 管 ３ ４ の 外 周 面 と の 間 は 、 接 着 剤 に よ っ て 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 可 撓 管 ２ ６ を 製 造 す る 場 合 、 外 皮 ３ ６ の 外 周 面 を 滑 ら か に 形 成 す る 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す
滑 面 形 成 装 置 （ 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 ） ５ ０ が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 滑 面 形 成 装 置 ５ ０ は 、 加 熱 ダ イ ス ５ ２ と 、 発 熱 板 ５ ４ と 、 電 磁 誘 導
発 熱 装 置 ５ ６ と を 備 え て い る 。 加 熱 ダ イ ス ５ ２ は 、 後 述 す る 第 ３ の 工 程 で 配 設 さ れ る 外 皮
３ ６ の 外 周 面 の 径 よ り も 僅 か に 小 さ い 内 周 径 を 有 す る リ ン グ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 加
熱 ダ イ ス ５ ２ の 内 周 面 は 、 滑 ら か な 滑 面 に 形 成 さ れ て い る 。 加 熱 ダ イ ス ５ ２ は 、 断 面 が Ｕ
字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 加 熱 ダ イ ス ５ ２ の 底 面 に は 、 発 熱 板 ５ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の
発 熱 板 ５ ４ 上 に は 、 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ が 配 設 さ れ て い る 。 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ は 、
断 面 が Ｅ 字 状 の 芯 材 ６ ２ と 、 こ の 芯 材 ６ ２ の 回 り に 巻 回 さ れ た コ イ ル ６ ４ と を 備 え て い る
。 発 熱 板 ５ ４ お よ び 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ は 、 加 熱 ダ イ ス ５ ２ の 外 周 面 の 全 周 に わ た っ て
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配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 可 撓 管 ２ ６ の 製 造 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま ず 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 工 程 と し て 、 螺 旋 管 ３ ２ の 外 周 に 網 状 管 ３ ４ を
被 せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の 工 程 と し て 、 網 状 管 ３ ４ の 外 周 面 に 例 え ば ウ レ タ ン 系
接 着 剤 を 塗 布 す る 。 接 着 剤 は 、 例 え ば 押 出 成 形 や デ ィ ッ プ 成 形 に よ り 網 状 管 ３ ４ に 含 浸 さ
せ る 。 こ の た め 、 接 着 剤 に は 、 網 状 管 ３ ４ に 含 浸 し 易 い も の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ３ の 工 程 と し て 、 接 着 剤 を 含 浸 さ せ た 網 状 管 ３ ４ の 外 周 に
外 皮 ３ ６ を 被 覆 す る 。 網 状 管 ３ ４ と 外 皮 ３ ６ と の 間 を 、 網 状 管 ３ ４ に 含 浸 さ せ た 接 着 剤 を
適 当 な 温 度 に 加 熱 し て 接 着 す る 。 こ の た め 、 外 皮 ３ ６ は 、 耐 熱 、 対 摩 耗 性 を 備 え て い る と
と も に 、 上 述 し た 接 着 剤 と の 例 え ば 熱 溶 着 性 に 優 れ た も の が 用 い ら れ る 。 な お 、 接 着 剤 は
、 網 状 管 ３ ４ の 外 周 面 と 外 皮 ３ ６ の 内 周 面 と の 間 に 層 状 に 残 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 第 ４ の 工 程 と し て 、 外 皮 ３ ６ の 外 周 面 を 滑 面 形 成 装 置 ５ ０ を
用 い て 加 熱 し て 滑 ら か に す る 。 す な わ ち 、 外 皮 ３ ６ の 外 周 面 を ト ッ プ コ ー ト 層 な し に 滑 ら
か に 作 成 す る 。 こ の 場 合 、 滑 面 形 成 装 置 ５ ０ の 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ の コ イ ル ６ ４ に 電 流
を 流 す と 、 発 熱 板 ５ ４ が 加 熱 さ れ る 。 発 熱 板 ５ ４ の 発 熱 に よ り 、 加 熱 ダ イ ス ５ ２ が 加 熱 さ
れ る 。 こ の た め 、 加 熱 ダ イ ス ５ ２ の 内 周 面 に 当 接 さ れ た 外 皮 ３ ６ の 外 周 面 が 溶 融 さ れ る 。
す な わ ち 、 熱 溶 融 に よ り 、 外 皮 ３ ６ の 外 周 面 に 存 在 し て い た 凹 凸 が 削 除 さ れ る 。 こ の 状 態
で 加 熱 ダ イ ス ５ ２ 、 お よ び ／ も し く は 、 第 ３ の 工 程 で 作 成 さ れ た 部 材 を 軸 方 向 に 移 動 さ せ
る こ と に よ り 、 外 皮 ３ ６ の 外 表 面 が 滑 ら か に 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 管 ２ ６ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 加 熱 ダ イ ス ５ ２ が 加 熱 さ れ た と き の 温 度 は 、 １ ５ ０ 度 な い し ２ ５ ０ 度 程 度 で あ る
。 加 熱 ダ イ ス ５ ２ の 内 周 面 を 鏡 面 仕 上 げ す る こ と に よ り 、 外 皮 ３ ６ の 外 周 面 を よ り 滑 ら か
に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ２ を 例 え ば 体 腔 内 に 挿 入 す る 際 、 体 壁 に 接 触 す る 可 撓 管 ２ ６ の 外
周 面 （ 外 表 面 ） を 滑 ら か に 成 形 し た の で 、 よ り 抵 抗 を 少 な く し て 挿 入 す る こ と が で き る 。
こ の た め 、 挿 入 部 １ ２ を 体 腔 内 に 挿 入 す る 際 に 患 者 に 与 え る 影 響 を 少 な く す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 外 皮 ３ ６ の 外 周 面 に ト ッ プ コ ー ト が 存 在 し な い の で 、 ト ッ プ コ ー ト が 剥 離 す る 可 能 性 を
考 慮 す る 必 要 を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ を 使 用 し て い る の で 、 発 熱 板 ５ ４ を 素 早 く 加 熱 す る こ と が で き る
。 発 熱 板 ５ ４ が ダ イ ス ５ ２ の 外 周 に 全 周 に わ た っ て 配 設 さ れ て い る の で 、 ダ イ ス ５ ２ の 滑
面 を 均 一 的 に 加 熱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 可 撓 管 ２ ６ を 挿 入 部 １ ２ に 用 い る こ と を 説 明 し た が 、 例 え
ば ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド １ ６ に 用 い る こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、 第
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１ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材 に は 同
一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 滑 面 形 成 装 置 １ ５ ０ は 、 加 熱 ダ イ ス １ ５ ２ と
、 発 熱 板 １ ５ ４ と 、 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 １ ５ ６ と を 備 え て い る 。 加 熱 ダ イ ス １ ５ ２ は 、 例 え
ば 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 加 熱 ダ イ ス ５ ２ （ 図 ４ 参 照 ） と 同 じ も の が 使 用 さ れ て い る
。 加 熱 ダ イ ス １ ５ ２ の 外 周 面 に は 、 発 熱 板 １ ５ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 発 熱 板 １ ５ ４ の
外 周 に は 、 コ イ ル １ ６ ４ が 巻 回 さ れ て い る 。 こ れ ら コ イ ル １ ６ ４ の 外 周 に は 、 電 磁 誘 導 発
熱 装 置 １ ５ ６ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た 第 ４ の 工 程 で 、 滑 面 形 成 装 置 １ ５ ０ の 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 １ ５ ６ の 各 コ イ ル １ ６
４ に 電 流 を 流 す と 、 発 熱 板 １ ５ ４ が 加 熱 さ れ る 。 発 熱 板 １ ５ ４ の 加 熱 に よ り 、 加 熱 ダ イ ス
１ ５ ２ が 加 熱 さ れ る 。 こ の た め 、 加 熱 ダ イ ス １ ５ ２ の 内 周 面 に 当 接 さ れ た 外 皮 ３ ６ の 外 周
面 が 溶 融 さ れ る 。 こ の 状 態 で 加 熱 ダ イ ス １ ５ ２ 、 お よ び ／ も し く は 、 第 ３ の 工 程 で 作 成 さ
れ た 部 材 を 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 外 皮 ３ ６ の 外 表 面 が 滑 ら か に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 管 ２ ６ が 形 成 さ れ る 。 　
　 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 効 果 と 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 。 　
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、 第
１ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材 に は 同
一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 滑 面 形 成 装 置 ２ ５ ０ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 滑 面 形 成 装
置 ５ ０ の 加 熱 ダ イ ス ５ ２ に 挿 入 さ れ て い る 発 熱 板 ５ ４ お よ び 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ を 全 周
に わ た る こ と な く 部 分 的 に 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 滑 面 形 成 装 置 ２ ５ ０ は 、 加 熱 ダ イ ス ２ ５ ２ と 、 複 数 の 発 熱 板 ５ ４ と
、 複 数 の 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ と を 備 え て い る 。 加 熱 ダ イ ス ２ ５ ２ の 底 面 に は 、 複 数 の 発
熱 板 ５ ４ が こ の 実 施 の 形 態 で は ４ つ 並 設 さ れ て い る 。 発 熱 板 ５ ４ は 、 加 熱 ダ イ ス ２ ５ ２ の
中 心 に 対 し て ９ ０ 度 ず つ ず れ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 発 熱 板 ５ ４ 上 に は 、 そ れ ぞ
れ 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ が 配 設 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 発 熱 板 ５ ４ お よ び 電 磁 誘 導 発 熱 装
置 ５ ６ は 、 リ ン グ 状 の 加 熱 ダ イ ス ２ ５ ２ の 中 心 に 対 し て 放 射 状 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、
発 熱 板 ５ ４ お よ び 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 発 熱 板 ５ ４ お よ
び 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ （ 図 ４ 参 照 ） と 同 じ 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 述 し た 第 ４ の 工 程 で 、 滑 面 形 成 装 置 ２ ５ ０ の 各 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ の 各 コ イ ル １ ６
４ に 電 流 を 流 す と 、 各 発 熱 板 ５ ４ が 加 熱 さ れ る 。 各 発 熱 板 ５ ４ の 発 熱 に よ り 、 加 熱 ダ イ ス
２ ５ ２ が 加 熱 さ れ る 。 こ の た め 、 加 熱 ダ イ ス ２ ５ ２ の 内 周 面 に 当 接 さ れ た 外 皮 ３ ６ の 外 周
面 が 溶 融 さ れ る 。 こ の 状 態 で 加 熱 ダ イ ス ２ ５ ２ 、 お よ び ／ も し く は 、 第 ３ の 工 程 で 作 成 さ
れ た 部 材 を 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 外 皮 ３ ６ の 外 表 面 が 滑 ら か に 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 管 ２ ６ が 形 成 さ れ る 。 　
　 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 例 え ば ４ つ の 発 熱 板 ５ ４ お よ び 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 ５ ６ で 、 加
熱 ダ イ ス ２ ５ ２ の 滑 面 の 全 周 を 加 熱 す る こ と が で き る の で 、 軽 量 化 が 図 れ る と と も に 、 少
な い 熱 量 で 広 い 範 囲 の 滑 面 を 加 熱 す る こ と が で き る 。 そ の 他 の 効 果 は 第 １ の 実 施 の 形 態 で
得 ら れ た 効 果 と 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 。 　
　 こ の よ う な 第 １ な い し 第 ３ の 実 施 の 形 態 で 製 造 さ れ た 可 撓 管 ２ ６ は 、 医 療 用 だ け で な く
、 産 業 用 な ど の 内 視 鏡 １ ０ に 適 宜 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ ま で 、 い く つ か の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 し た が 、 こ
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の 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で
行 な わ れ る す べ て の 実 施 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 説 明 に よ れ ば 、 下 記 の 事 項 の 発 明 が 得 ら れ る 。 ま た 、 各 項 の 組 み 合 わ せ も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 ［ 付 記 ］
　 　 （ 付 記 項 １ ） 　 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 外 周 を 覆 う 外 皮 の 外 表 面 に 密 接 配 置 さ れ る 加 熱 装 置
と 、 前 記 加 熱 装 置 内 に 配 置 さ れ た 発 熱 部 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 製
造 装 置 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 　 （ 付 記 項 ２ ） 　 前 記 加 熱 装 置 は 前 記 外 皮 の 外 表 面 の 外 周 を 覆 う よ う に 密 接 配 置 さ れ 、
且 つ 前 記 可 撓 管 が 嵌 脱 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造
装 置 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 （ 付 記 項 ３ ） 　 前 記 加 熱 装 置 は 前 記 外 皮 の 外 表 面 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴
と す る 付 記 項 １ も し く は 付 記 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 　 （ 付 記 項 ４ ） 　 前 記 発 熱 部 は 前 記 加 熱 装 置 と 前 記 外 皮 の 外 表 面 と が 密 接 す る 部 分 全 体
に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ な い し 付 記 項 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可
撓 管 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 　 （ 付 記 項 ５ ） 　 前 記 発 熱 部 は 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ な い
し 付 記 項 ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 （ 付 記 項 ６ ） 　 内 視 鏡 可 撓 管 を 覆 う 外 皮 の 外 表 面 に 発 熱 部 を 有 す る 加 熱 装 置 を 密 接 配
置 す る 配 置 工 程 と 、
　 前 記 発 熱 体 を 発 熱 さ せ 前 記 外 表 面 を 溶 融 さ せ る 溶 融 工 程 と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 （ 付 記 項 ７ ） 　 前 記 加 熱 装 置 と 前 記 可 撓 管 を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 移 動 工 程 を さ ら に 有
す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 （ 付 記 項 ８ ） 　 前 記 発 熱 部 に 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ６ も
し く は 付 記 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 概 略 的 な 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 可 撓 管 の 構 成 を 示 す 断 面 図 、
（ Ｂ ） は （ Ａ ） 中 の 網 状 管 の 一 部 の 概 略 的 な 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） な い し （ Ｄ ） は 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 中 心 軸 に 対 し て
上 半 分 の 可 撓 管 の 断 面 を 示 し 、 か つ 、 可 撓 管 の 製 造 工 程 を 順 次 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 滑 面 形 成 装 置 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 滑 面 形 成 装 置 の 概 略 的 な 断 面 図 。
【 図 ６ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 滑 面 形 成 装 置 の 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ５ ０ … 滑 面 形 成 装 置 、 ５ ２ … 加 熱 ダ イ ス 、 ５ ４ … 発 熱 板 、 ５ ６ … 電 磁 誘 導 発 熱 装 置 、 ５
６ ａ … 芯 材 、 ５ ６ ｂ … コ イ ル
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

解决的问题：获得一种用于内窥镜的挠性管，该内窥镜的挠性管在不涂
布内窥镜的挠性管的外周的情况下，获得优选的外周表面，该外周表面
等于或大于覆盖面涂层的状态。 提供一种制造设备。 解决方案：光滑的
表面形成装置50在制造内窥镜的挠性管时使用，并且是环形的内周表
面，紧紧地布置在覆盖内窥镜的挠性管的外周的外壳的外表面上。 加热
模具52，设置在加热模具52的外周上的加热板54以及用于加热该加热板
的电磁感应加热装置56。 [选择图]图4
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